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（名称）
第 １ 条 本会は、同志社大学心理学部父母会と称する。
（目的）
第 ２ 条 本会は、同志社大学心理学部（以下「学部」とい

う。）の教育方針に則り、教員と学部に在籍する
学生の父母又はこれに準ずる者（以下「学生の父
母」という。）との連絡を密にし、学生の就学を支
援するとともに、学部の教育研究事業を援助し、
学部および同志社大学の充実発展に寄与する
ことを目的とする。

（会員）
第 ３ 条 本会は、次の会員をもって組織する。
　　 （１） 父母会員　　学生の父母
 （２） 参与会員　　学部に所属する専任教職員 

 若干名
 （３） 賛助会員　　本会の趣旨に賛同し、これに 

 援助を与える者
（事業）
第 ４ 条 本会は、その目的を達成するため、次の事業を

行う。
 （１） 学部と学生の父母との連絡を図る行事
 （２） 学生の教育、厚生、就職等に必要な事業に

対する援助
 （３） 学部の教育研究上、必要な施設の拡充及び

学術研究に対する援助
 （４） 会報の発行及び配付
 （５） その他本会の目的を達成するために必要

と認めた事業
（総会）
第 ５ 条 本会に総会を置く。総会は定期総会と臨時総会

とする。
 ２　定期総会は毎年１回開催し、臨時総会は役員

会の議を経て臨時に開催する。
 ３　総会は全会員をもって構成し、会長が議長と

なる。
 ４　総会の議事は、出席者の過半数をもって決

定する。
 ５　定期総会は、次の事項を決定する。
 （１） 役員の選出
 （２） 会則の改正
 （３） 事業計画、予算及び決算
 （４） その他重要事項
（役員及び役員会）
第 ６ 条 本会は、事業推進と企画立案のため次の役員を

置き、その役員をもって役員会を構成する。
 （１） 会　長　　　１名
 （２） 副会長　　　若干名
 （３） 会　計　　　１名
 （４） 委　員　　　若干名
 （５） 監　事　　　若干名

第 ７ 条 役員は、次の方法によって選任する。
 （１） 父母会員の中から選出する。
 （２）役員は、役員会の推挙により、定期総会に

諮って決定する。
第 ８ 条 役員は、次の職務を行う。
 （１） 会長は、会務を統括し、本会を代表する。
 （２） 副会長は、会長を補佐し、会長に事故がある

ときは、その職務を代行する。
 （３） 会計は、本会の会計を管理する。
 （４） 監事は、本会の会務及び会計を監査する。

第 ９ 条 役員の任期は１年とする。ただし、重任を妨げな
い。

第10条 役員会は、必要に応じ適宜開催し、次の事項を審
議し、本会の事業を実施する。

 （１） 役員の推挙
 （２） 会則改正案の作成
 （３） 事業計画案、予算案及び決算案の作成
 （４） その他会務の運営、執行に関する事項
第11条 役員会は、緊急を要する案件は、総会に代り、審

議、決定することができる。ただし、役員会で決
定した事項は、総会において報告しなければな
らない。

第12条 役員会は、必要に応じて、この会則の施行に伴う
細則、規程を定めることができる。

（運営資金）
第13条 本会の運営は、父母会員費、寄付金及びその他

の収入による。
（父母会員費）
第14条 父母会員費は、学期額3,000円とする。ただし、学

生が休学する場合は、父母会員費を免除する。
 ２　父母会員費は、毎学期の始めに納入しなけ

ればならない。
 ３　父母会員費の徴収は、大学に委託して行う。

（会計年度）
第15条 本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１

日までとする。
（事務局及び職員）
第16条 本会の事務局を心理学部事務室内に設ける。
 ２　本会は、本会の庶務会計等の業務を処理する

ため、職員を置く。
附　則
　この会則は、2009年7月18日から施行する。
　この会則の第６条を変更し、2016年5月28日から施行
する。
　この会則の第２条を変更し、2018年5月27日から施行
する。

【心理学部父母会会則】

ご父母のさまざまな
ご意見ご感想など
お待ちしています。

左記までご一報ください。同志社大学 心理学部父母会会報 第31号　2024年12月20日
編集・発行／同志社大学心理学部父母会
　　　　　　〒610-0394 京都府京田辺市多々羅都谷1-3
　　　　　　TEL : 0774-65-8220　FAX : 0774-65-8223
　　　　　　e-mail : snr-fubo@mail.doshisha.ac.jp
印　刷／株式会社 ITP


